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研究成果の概要（和文）：EPMA、hXRF、NAA法を用いて北海道の更新世遺跡出土黒曜石製石器の産地同定分析を行い、
さらに既存の産地同定例を集成し出土パターンを解析した。同時に黒曜石生成の地質学的プロセスの実態解明と各産地
産黒曜石の標準元素化学成分を確定して、考古学的産地分析研究の標準化を達成した。その上で、環日本海地域におけ
る黒曜石の消費と流通の実態を明らかにし、そのパターンに見られる画期から、更新世人類社会の動態を描き出した。

研究成果の概要（英文）：Obsidian source provenance of stone tools from the Pleistocene archaeological site
s in Hokkaido performed, using EPMA, hXRF and NAA methods, and adding to existing examples of the source p
rovenance  so  far, obsidian tool distributed pattern of each source was analyzed. At the same time, eluci
dating the geological formation process of obsidian generation, and determining the standard chemical comp
osition of elements from each obsidian source, standardization of archaeological obsidian source provenanc
e study is archived. On the basis of these researches, actual situation of obsidian exploitation and circu
lation in the circum Japan Sea area is clarified, and the epochal timing on these patterns led to be delin
eated the dynamics of Pleistocene human societies.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 考古学の方法による旧石器時代の人類
社会研究は、遺跡に残された石器の石材獲
得・運搬・消費(石材消費行動)の実態を分析
することにより集団の行動戦略を解明し、そ
の遊動領域や生業システム等を推定して、社
会集団の行動や組織化の原理を説明する方
法が現在一般的に行われている。 
 
(2) 旧石器時代の狩猟民は、道具の素材とし
てより有効だが分布の限られる特定の優良
石材を直接採取し、効率的に利用・消費しな
がら遊動生活を送っていたので、その遊動領
域は石材産地と生業空間の往還範囲と基本
的に一致していると考えられる。 
 
(3) 黒曜石は環日本海北部地域における代
表的な優良石材であり、各遺跡で主要な利用
石材となっている。特定の条件下で火山の噴
火に伴い生成される火山ガラスである黒曜
石は産地ごとに異なる元素化学組成を示す
ので、その正確な産地同定法を確立できれば、
当該期の考古学的な社会研究に重要な知見
をもたらすが、研究開始当初の段階では、標
準的かつ高分解能の方法が確立されていな
かった。また考古学的分析を保証するに足る
十分な分析例も蓄積されていなかった。 
 
２．研究の目的 
(1) これまで分析例が限られていた北海道
を中心とする環日本海北部地域における黒
曜石製石器資料の産地同定分析を実施し、考
古学的分析を可能とする質量のデータベー
スを構築する。 
 
(2) 同時に様々な分析手法が乱立していた
ためデータの統合と相互比較が困難であっ
た地質学的黒曜石産地の同定法の標準化を
行い、最も有効な分析法を確立する。 
 
(3) 標準的な黒曜石産地同定分析に基づい
て、実際の旧石器時代遺跡資料の分析を行い、
後期旧石器時代の社会集団の行動・組織化原
理とその形成・変容プロセスを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 黒曜石産地同定研究 
① 北海道を中心とする環日本海北部地域
の地質学的黒曜石産地に関する標準資料を
作成する。EPMA、hXRF、NAA 法を用いて元素
化学組成を同定し、同時に産地の地質学的形
成プロセスを明らかにして、黒曜石産地同定
法の標準化を目指す。 
 
② 北海道の旧石器時代遺跡出土の黒曜石
石器の産地同定分析を実施する。考古資料な
ので、非破壊または微量破壊法である EPMA・
hXRF 法で行う。その際考古学的行動分析に適
する資料の選択に努める。 
 

③ 既存の黒曜石産地同定分析例を集成し、
考古学的単位(石器群)ごとの消費・流通パタ
ーンを解析する。 
 
(2) 石材消費行動パターン分析 
① 北海道および周辺地域の黒曜石利用遺
跡の発掘調査資料・研究資料を集成・分析し、
石材消費行動パターンの考古学的解析を行
う。 
 
② 石材消費行動に関する具体的なデータ
獲得のため、北見市吉井沢遺跡の発掘調査を
実施し、分析を行う。 
 
(3) 黒曜石消費行動分析と社会構造の解明 
 民族考古学や狩猟採集民考古学、既存の旧
石器時代研究例等の行動モデル研究を分析
し、(1)および(2)の分析を統合した上で、環
日本海北部地域における後期旧石器社会の
形成と変容のプロセスを具体的に明らかに
する。 
 
４．研究成果 
(1) 北海道における黒曜石産地生成の地質
学的形成プロセスを概括し、白滝産地(北海
道中央部、流紋岩質黒曜石)およびイリスタ
ヤ産地(ロシア沿海州南部、玄武岩質黒曜石)
の形成プロセスを具体的に明らかにした。黒
曜石は通常流紋岩質溶岩の噴出・急冷に伴い
生成されるので、後者の生成プロセスが解明
されたことは重要な成果となった。 
 
(2) 海外研究協力者と共同で、NAA 法により
北海道の地質学的黒曜石の全産地 21 箇所の
全岩元素化学組成を決定し、それを基礎的な
比較資料として、実際の考古資料を EPMA お
よび hXRF 法による非破壊分析で測定すると
いう標準的な黒曜石産地同定分析法を確立
した。この方法は、現在考え得る最も確実か
つ効率的な分析法である。 
 
(3) 北海道における黒曜石産地同定分析例
を集成・分析した結果、後期旧石器集団の行
動戦略が大きく変化したのは、従来想定され
てきたシベリアから細石刃石器群が流入し
た後期旧石器時代前半期/後半期移行期では
なく、その一段階後となる湧別系細石刃石器
群が本格的に展開した時期になることが明
らかとなった。さらに北海道に展開した各種
細石刃石器群の多くは道内に分布が限られ
るのに対して、湧別系細石刃石器群である札
滑型・白滝型細石刃石器群だけは本州以南に
進出しているが、これはこれらの石器群集団
が超広域移動型行動戦略に転換したためで
あることが分かった。 
 
(4) 北海道に所在する後期旧石器時代の上
幌内モイ遺跡・紅葉山遺跡・南町 2遺跡出土
黒曜石製石器の産地同定分析を行い、石材消
費とリダクション戦略との関係を解析して、



遺跡を残した先史集団の行動戦略を明らか
とした。 
 
(5) ロシア沿海州南部のグヴォズデヴォ 5
遺跡の発掘調査を行い、当該地域における黒
曜石利用行動を具体的に分析した。特に大型
で良質の石器には、在地のグラドカヤ産地の
小型石材ではなく、遠く離れた中国/北朝鮮
国境域にある白頭山黒曜石が積極的に利用
されていることを明らかにした。各所に良質
の大規模黒曜石産地が点在する日本列島と
は異なり、近隣にこのような産地のない大陸
極東では、黒曜石の超長距離に及ぶ流通・消
費システムが存在していたことを確認した。 
 
(6) この白頭山黒曜石産地近傍に所在する
中国・吉林省和龍大洞遺跡の調査成果と石器
群の構成について報告した。当遺跡で確認さ
れた細石刃石器群は北海道のそれと酷似す
る一方、その中間地帯には類似する石器群が
未詳である。この現象の解明は、旧石器考古
学の将来の重要課題となろう。 
 
(7) 北見市吉井沢遺跡の継続発掘調査を実
施し、遺跡形成過程の分析、年代測定、地質・
自然環境復元、黒曜石産地同定等を行い、後
期旧石器時代末期の集団の遺跡形成の具体
像を明らかにした。このような総合調査は、
北海道では初めての事例である。 
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